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温 23℃，相対湿度45%）において 15 分間のベー
スラインの後，約 5 分間で 7.5g/kg のアイススラ
リー飲料または中立温度のスポーツ飲料を摂取し


































約 60 分間の自転車運動を行った．11 名中 4 名で
は， その後 80%に強度を上げ疲労困憊に至るまで
の運動能力テストを実施した．運動中は10 分毎
に 1.25g/kg のアイススラリー飲料または中立温度
のスポーツ飲料を摂取した． 認知機能は空間ス
トループ課題を飲料摂取前後の安静時に 3 回，運
動中は飲料摂取直後に毎回実施した．本章では，
第Ⅱ章および第Ⅲ章の測定項目に加え，脳温の指
標として熱流補償法を用いた前額部深部温の測定
を行った．結果として，運動前および運動中の摂
取によって直腸温および前額部深部温が運動後半
に有意に低下し，継続的な摂取によって運動前の
効果が維持されることが明らかとなった．また，
運動前のみの摂取で認知機能の向上が観察された
ことから，中枢性疲労による認知機能の低下が見
られる場合にはその低下を相殺することが示唆さ
れた．しかしながら，運動中の継続的な摂取が認
知機能や運動能力をさらに向上するか否かは，可
能性を示すことはできたものの，十分に明らかに
することはできなかった．
53身体冷却による運動能力向上に関わる中枢性機序
第Ⅴ章　総合考察
　上記 3 つの実験結果から，以下の項目に分けて
総合的に考察した：1）脳温に及ぼす影響，2）中
枢性疲労の検討，3）運動前および運動中の摂取，
4）競技現場への応用． 第Ⅱ章および第Ⅲ章の結
果より，安静時の脳温の低下は，顔面領域の静脈
血の冷却により，脳に流れる血液が冷却されるこ
とが要因であると推察される．一方で，第Ⅳ章の
ような体温上昇が見られる運動時においては，顔
の皮膚表面の冷却の程度は低くなる可能性がある
が，冷えた静脈血が流入する量が増加することで，
脳が冷却されると考えられる．
　第Ⅳ章では，直腸温の上昇やそれに伴う脳温の
上昇が中枢性疲労による認知機能の低下を引き起
こすレベルではなかったため，アイススラリーの
摂取が中枢性疲労に及ぼす影響について明確にす
ることはできなかった．しかしながら，運動前の
みの摂取では認知機能が向上したことから，第Ⅳ
章の実験条件では運動前のみの摂取による脳温の
変動が高い認知機能の発揮に適していたと考えら
れ，運動中の継続的な摂取で認知機能が向上しな
かったのは，適するレベルよりも脳温を低下させ
たことが要因であると考えられる．以上より，第
Ⅳ章よりも直腸温や脳温の上昇が引き起こされる
ような環境条件や運動形態の場合には，運動前の
みあるいは運動中の継続的なアイススラリーの摂
取によって中枢性疲労が抑制される可能性があ
る．
　運動前および運動中のアイススラリー摂取は運
動能力の向上ももたらす可能性があり，競技現場
での摂取方法として推奨されるかもしれない．し
かしながら，運動中のアイススラリー摂取には不
快感による運動能力低下の可能性といった課題も
あるため，実際の使用に向けてはさらなる検討が
必要である．
　まとめると，運動前のアイススラリー摂取によ
るエルゴジェニック効果には，顔の冷却による脳
温上昇の抑制とそれに伴う中枢性疲労の抑制が関
与していることが明らかになった．また，運動中
の継続的な摂取については，実験プロトコルの課
題等により再検討する必要があるものの，同様に
中枢性疲労が抑制され，エルゴジェニック効果が
増大する可能性は示された．
